
１． 課題名 

過活動膀胱患者に対するミラべグロンに比したビベグロンの服薬継続率に関する非劣

性を検証するための多施設共同非盲検ランダム化比較試験 

２． 担当科 申請者 

泌尿器科  野口 哲哉 

３． 研究期間 

倫理審査委員会承認日 ～ 2026 年 12 月 31 日 

４． 目的 

過活動膀胱に対する治療としてβ3 受容体刺激薬が第一選択薬になっている。現在ミ

ラベグロン(ベタニス🄬)とビベグロン(ベオーバ🄬)が上市されており両者とも日常臨床

で頻用される。本研究では、ミラベグロンとビベグロンの効果や安全性、服薬継続率な

どを多施設共同ランダム化試験で比較する。 

   対象：当院泌尿器科に通院し、β3 刺激剤にて加療する 40 歳以上の過活動膀胱の患

者さん 

５． 利用又は提供する試料・情報、提供方法 

 試料・情報：患者背景，内服薬剤，残尿量，質問票 等 

 提供方法：FAX 

６． 研究代表者 

静岡県立総合病院 泌尿器科 部長 吉村 耕治 

７．倫理審査委員会 

  本研究の実施については令和６年８月 29日に当院医学系研究等倫理審査委員会にて承

認された。 

 

＜当施設の研究責任者（相談窓口）＞ 

所    属： 静岡市立静岡病院 

研究責任医師： 泌尿器科  野口 哲哉 

電 話 番 号 ： ０５４-２５３-３１２５（代表） 

 

＜研究に関する資料の入手や閲覧・問い合わせ＞ 

相 談 窓 口 ： 静岡市立静岡病院 臨床試験管理センター 

電 話 番 号 ： ０５４-２５３-３１２５（代表） 

e-mail  ： chiken2@shizuokahospital.jp 

 


